
令和７年度 学校部活動に係る活動方針 

                              岩手県盛岡農業高等学校  

 

本校生徒の部活動入部は任意とする。活動に影響がない場合は兼部を認める。 

１ 活動の方針 

（１）部活動は学校教育の一環として実施するものであり、その活動を通して心身を鍛え充実した生

活を築こうとする自主的な態度を育てるものである。 

（２）全職員の共通理解の下、生徒のバランスのとれた生活と成長に配慮するとともに、指導に係る

教職員の業務の適正化が図られるよう考慮し、学校全体の教育活動として適切な部活動の運営

を図っていく。 

（３）安全管理・運営を徹底し、その対策を講じるとともに、安心安全に参加できる活動に努める。 

 

２ 活動時間及び休養日について 

（１）平日の活動時間は放課後から午後６時３０分までとする。それ以降活動を希望する場合は、延

長願を提出することで１時間の活動を認める。 

（２）考査１週間前からの考査期間中の活動は認めない。 

（３）活動禁止期間の活動は、大会期日等を考慮し、延長願を提出することで１時間の活動を認め 

る。 

（４）部活動の休養日は、週当たり１日以上とし、土日祝日にこれをあてる。週末に大会参加などで

活動した場合は、休養日を他の日に振り替え、事前に生徒や家庭に周知する。年間では平均し

て週当たり２日以上の休養日を設ける。 

 

３ 部活動運営について 

（１） 体罰等の禁止について 

部顧問等の指導者は、生徒の人間性や人格の尊厳を損なうような言動や行為は許されない。 

（２） 発達段階に応じた個人差や男女差、成長期の心身に関する正しい理解をもって指導にあた 

（３）部活動指導においては、適切な休養をとり病気や怪我の予防に努める。 

（４）保護者の理解と協力は、部活動の運営において重要であることから、顧問としての指導に関す 

る基本方針及び練習内容や練習時間、休養日等を明確にし、保護者に伝える。 

（５）部顧問は、活動に際して保護者の理解を得ながら、月間活動及び年間活動計画を作成し、校長 

に報告する。生徒や家庭に事前に示し、それに基づいて活動する。 

（６）部顧問は、活動後、月毎に実績をとりまとめ校長へ報告する。 

（７）部顧問は、生徒の心身の健康を充分配慮して活動をすすめるとともに、家庭や地域、部活動指 

導員の協力を得ながら安心で安全な活動を資するよう留意する。 

 

 

 



    

盛岡農業高校 部活動に関する安全対策マニュアル  
（令和７年９月） 

 

１ 顧問がつけないときの指導について（会議等） 

 （１）アップ、基礎メニュー、ドリル等危険が低いメニューのみとする。 

 （２）不測の事態に備え、部員、マネージャーはスマホ等常に持参し、非常時の連絡先を確認してお

く。会議中は事務室に緊急連絡を入れる。 

 

２ 熱中症対策について 

（１）「黒球式熱中症指標計」の暑さ指数（WBGT）を基準として活動の判断をする。 

 （２）水分・氷の使用については、室内の部は第１体育館左袖の冷凍庫を使用し、外の部は第１体育

館入り口の製氷機及び冷凍庫を自由に使用することができる。 

 （３）部日誌に活動始、後の温度湿度を記入する。 

 （４）熱中症防止のための健康観察をする。 

  ・部活動前後に健康観察を行うこと。 

  ・活動前に体調不良等を訴えた場合は、活動を休ませる（または軽減させる）こと。 

  ・活動後に不調を訴えた者は、保護者に連絡の上、安全な方法で帰宅させること。 

  ・活動中の熱中症サインを見逃さないこと。 

サイン：めまい、こむら返り、手足のしびれ、過呼吸、気分不快 など 

暑さ指数（WBGT）活動基準 

 

気温 

（参考） 

 

暑さ指数 

（WBGT） 

 

運動指数 

 

35℃以上 

 

31以上 

 

運動は原則中止 

 

特別の場合以外運動中 

 

 

 

31～35℃ 

 

 

 

28～31 

 

 

 

厳重警戒 

（激しい運動は中止） 

 

・激しい運動や体温が上昇しやすい

運動は避ける。 

・10～20分おきに休憩をとり水分・

塩分の補給を行う。 

・暑さに弱い人は運動を軽減または

中止する。 

 

 

28～31℃ 

 

 

25～28 

 

 

警戒 

（積極的に休憩） 

 

・積極的に休憩をとり適宜、水分・

塩分を補給する。 

・激しい運動では、30 分おきくら

いに休憩をとる。 

 

 

24～28 

 

21～25 

 

注意 

（積極的に水分補給） 

 

・熱中症の兆候に注意するととも

に、運動の間合いに積極的に水

分・塩分を補給する。 

 

24℃未満 

 

21未満 

 

ほぼ安全 

（適宜水分補給） 

 

適宜水分・塩分の補給は必要 

 



３ 落雷事故防止について 

 （１）屋外での部活動中（試合だけでなく練習も含む）に落雷の予兆があった場合は速やかに活動を

中止する。 

   ・落雷の兆候 

     厚い黒雲が頭上に上がった際には、雷雲の接近に注意する。 

     かすかでも雷鳴が聞こえる際には落雷の危険がある。 

     雲の放電（雲や空が光る）が見える際には落雷の危険がある。 

（２）危険性がなくなると判断されるまで安全な場所に避難する。   

（３）雷注意報発令時は常時雲の様子に留意し危険を感じたら、活動を中止する。 

 

４ 冬季期間の活動について 

（１）原則屋外での危険を伴う練習を避け、「冬期間活動場所ローテーション表」に基づき練習を行う

こととする。 

（２）転倒事故を防ぐため、凍結した通路への屋根の設置、または、凍結防止策を要望し続けること

とする。 

 

５ 陸上部投てき練習の際の安全確認マニュアル 

＜本校グラウンドでの練習＞ 

（１）ハンマー・やり・円盤の投てき練習は、原則として安全対策が十分な校外施設を利用し、校地 

内では行わない。 

（２）砲丸の投てき練習は、既に安全対策が確認されているグラウンドの専用練習場所のみとし、  

他の者を投てきエリアに立ち入れずに行う。 

（３）基礎練習は、安全が確認され、校長が許可しているもの以外は行わない。 

   ①許可されている基礎練習 

    ・ジャベボール、ターボジャブ、メディシンボールを使用した投てき練習 

   ②現在安全を確認中で許可検討中の基礎練習 

    ・許可された場所でのやり突き刺し練習（数ｍ先の目標地点をねらう下方向への投てき） 

    ・許可された場所にある囲いネットへの円盤投てき練習 

（４）顧問が不在の場合は練習を行わない。 

＜校外施設での練習＞ 

（１）必ず顧問の立ち会いで練習を行う。 

（２）練習場所をコーン、ハードル等で明確に区切り、他の練習者を立ち入れない。 

（３）ハンマー・やり・円盤の実践的投てき練習は、毎回下記①～⑤の流れで行う。 

   ①投てき者は、投げる前に「行きます」と大きな声で呼びかける。 

   ②他の者は、安全な場所にいることを確認し、「はい」と返事をして投てき者を注視し、意識を集 

    中させる。 

   ③顧問は周囲の安全を確認し、笛等を使って投てき OK の合図を出す。 

   ④投てき者は、顧問の合図を確認し投てきを行う。 

⑤投てき物の回収時は、投てき練習を中断し、投げての回収は行わない。 

  

 

 



 

６ その他共通安全確認マニュアル  

（１）野球部も気をつけているが、フリーバッティング練習では弓道部、ソフトテニス部、陸上部、

サッカー部も気をつけること。 

（２）野球部が練習試合を行う時は特に、弓道部とソフトテニス部員は気をつけること。笛が鳴った

場合は、打球を追わないこと。 

（３）テニスボールのボール拾いは弓道場の射場から的場矢道には入らないこと。 

（４）土日、祝日等、練習試合で訪れた他校生徒や本校寮生に対して、投てき練習場付近を移動しな

いことを徹底する。 

（５）地面に危険なものを置かない。 

（６）物置・部室の扉を閉め、整理整頓する。道具類は全て部室等に保管し、施錠すること。活動後

の施錠を確認する。火気取り扱いは本校規定に順ずる。 

（７）すべての部で「部日誌」をつける。共通項目として天気・気温・熱中症指標をつける。 

 （８）ヒヤリハットが起きた場合は副校長に報告し、対応策をとる。 

（９）危険因子を取り除くための各部から出された要求は設置されるまで要望し続けることとする。

具体的には、老朽化した「移動式防球フェンス」、「サッカー部東側の防球フェンス」「ナイター照

明」設置と「メンテナンス費用」等である。 

 

 

７ 各部活動の予想される危険とその事故防止対策 

(1) 陸上競技部 

予想される危険（事故やけが） 予防対策 

１ トラック 

・他の種目と練習場を共用することによる衝突事

故 

・グランド等の凸凹による捻挫や転倒事故 

・スタート時の、頭を下げた状態で走ることから

前方を確認できず起こる衝突事故。 

・周辺を確認せずにトラックを横切る際の衝突事

故 

２ 投てき（校地内では行わない。以下は校外施設

を利用する際に適用する） 

・他の種目と練習場を共用することによる、投

てき物が他の選手に衝突する事故 

・投てき用ネットの破損による事故 

・回転系の、前後左右360度に大きく失投する可

能性から起こる事故 

 

  

 
・他の部活動や種目等との時間帯や練習場を分

けるなどの対策を講じる。 

・走方向・練習形態を一定にし、衝突事故を防

ぐ。 

・グラウンド整備状況に目を配り、不整地はな

らし、 

捻挫等を未然に防ぐ。 

 

・他の部活動や種目等と時間帯や練習場を分け

るなどの対策をとる。 

・サークル以外では試技しない。 

・投てき者は確実に周囲の安全を確認し、大声

で｢行きます｣又は｢投げます｣と声かけし、必

ず自ら前方と周囲の者の反応を確認する。す

べての安全を確認した上で初めて投てき動作

に入る。 
 

ヒヤリハット事例 

 

スターティングブロックを使用してのスタート練習中、レーンを横切った生徒と接触しそうになった。 

 

 

 

 

 

 



(2) バスケットボール部 

予想される危険（事故やけが） 予防策 

・コートライン付近にある障害物 

・器具の破損 

・コートと壁が近いための衝突 

・コートに凹凸や破損がある 

・床が滑る 

・リングやボードがしっかりと固定されていない 

・ボールの空気圧が不適切 

・身体接触時における事故 

・眼鏡使用者との接触事故 

・パスの練習中、ボールが眼•耳に当たる 

・ゲーム中や終了後に意識が薄れ倒れ込む 

・急激な活動による心臓発作 

・活動に不要な装身具を身につける 

 

・練習前の点検•整備をし、不要物は片付ける。 

・壁に安全マットを付けるなどの工夫をする。 

・モップワックスがけを徹底する。 

・使用前にゴールポストのボルトの緩みなどを確

認する。 

・使用前に空気圧を適切な値に調整する。 
・ルール等を理解させ、過度の接触を避け、視野
を広く持たせる練習をする。 

・準備運動を十分に行う。 
・接触に負けない体づくりや安全な体の使い方を

指導する。 

・初心者には捕球の仕方を指導し、互いに声を出

し合い補球の準備を確認しながら行うよう指導

する。 

・定期的な健康診断でリスクを抱えた疾患を事前

に発見する。 

・活動前にコンディションをチェックし、運動量

の調節をする。 

・適切な救命処置と緊急時に迅速な対応ができる

よう備える。AED 設置場所、最寄り医療機関の

確認をする。 

ヒヤリハット事例 

 

大会の際、チームベンチ正面に用意された応援席で多数の保護者が観戦していた。その傍らで、幼児

が保護者から離れて遊んでいた。そこにバスケットボールが高速で飛んできて、幼児の頭部をかすめた。 

 

 

(3) バレーボール部 

予想される危険（事故やけが） 予防策 

 

・コートライン付近にある障害物 

・器具の破損 

・コートと壁が近いための衝突 

・コートに凹凸や破損がある 

・床が滑る 

・運搬時の用具落下による事故 

・サーブ練習時の事故 

・スパイク練習時の事故 

・ブロック練習時の事故 

・レシーブ練習時の事故 

・ゲーム練習時の事故 

 

 

・事前に床面の確認を行い、不良箇所の修復を行

う。 

・支柱、審判台の重量のある荷物の運搬は複数で

行う。 

・ネット設置の際には、支柱の巻き込みに注意す

る。 

・着地時にボールや他の選手の足を踏まないよう

注意する。 

・他の選手との接触に注意する。 

・ブロックの際、スパイクの衝突から指の損傷が

発生することが多い。 

・日頃の練習から正しいブロックの形やタイミン

グの取り方などを指導する。 

・声を掛け合いながらプレーし、接触プレーに注

意する。 

・ボールや周囲のプレーに目を配り、危機管理を

行う。 

・汗等でフロアが濡れた際には、早急にワイピン

グを行う。 

 



ヒヤリハット事例 

 

スパイク練習中にネット下に転がってきたボールを着地時に踏んで転倒し、床に頭部をぶつけそうに

なった。 

 

 

(4) 卓球部 

予想される危険（事故やけが） 予防策 

 

・卓球台移動時（設置・撤去時）の事故 

・ラケットが汗などにより滑り、手から離れ飛ん

でゆき、 

周りの人にぶっかる事故 

・隣のコートでプレーしている人と衝突する事故 

・試合中、無理な体勢から打球したり、無理なフ

ットワークからする怪我 

 

・卓球台を移動、設置、片付ける際には必ず教員が

付きそって実施する。 

・卓球台の移動は必ず二人以上で行い、特に段差が

ある 

場合はゆっくり操作する。 

・ラケットのグリップが滑りやすくなっていないか

点検して、グリップをこまめにタオル等で拭くよ

う注意をする。 

・ウォーミングアップ、ストレッチ、クーリングダ

ウン等を徹底させる。事前に事故例を伝え注意を

促す。 

ヒヤリハット事例 

 

汗等により、手から離れたラケットが他競技領域に進入し、当たりそうになった。 

 

 

(5) ソフトテニス部 

予想される危険（事故やけが） 予防策 

 

・テニスコートの整備不足による衝突転倒 

・コート整備用ローラーの巻き込み事故 

・振ったラケット・打ったボールが当たる事故 

・選手同士の衝突事故 

・他の部活動と交錯した時に起こる突発事故 

 

 

・ブラシやローラーでコートの凹凸をなくす。 

・ラインテープを正しく貼る。 

・ローラーの破損等を点検する。 

・周囲と適切な距離をとる。 

・選手同士で声を掛け合う。 

・周りで活動する部活動の状況に、注意をはらっ

て活動する。 

ヒヤリハット事例 

 

硬式野球部のホームランボールがフェンスを越えてコートに飛び込み、当たりそうになった。 

 

 

(6) サッカー部 

予想される事故（事故やけが） 予防策 

 

・フィールド内の整備不良による事故 

・身体接触による事故 

・ヘディングの競り合による事故 

・タックル、チャージによる事故 

 

 

・整地し、石やガラス破片等の危険物を除去する。 

・ゴールの破損箇所や溶接部の強度を確認する。 

・移動式ゴールが倒れないように杭で固定する。 

・クロスバーにぶら下がる等の危険行為をしない。 

・ゴールネットが正しく設置されているか確認す

る。 

・転倒した際の、手の付き方や身のこなし方など

を習得させるとともに、怪我防止のために手首、



肘、肩の柔軟性を高めておく。 

・ルールに基づいた正しい競り合いをさせ、練習

では互いに声をかけさせる。常にフェアプレー

を心がける。 

ヒヤリハット事例 

 

試合中、ディフェンス選手の悪質なスライディングタックルによるファウルでオフェンス選手がけが

をしそうになった。 

 

 

(7) バドミントン部 

予想される危険（事故やけが） 予防策 

 

・コートライン付近にある障害物 

・器具の破損 

・コートと壁が近いための衝突 

・コートに凹凸や破損がある 

・床が滑る 

・運搬時の用具落下による事故 

・相手の打ったシャトルがあたる事故 

・自分で振ったラケットが眼や歯、顔等にあたる

事故 

・パートナーのラケットが眼や歯、顔等にあたる

事故 

・活動中にアキレス腱や足首・膝を損傷する事故 

 

・事前に床面の確認を行い、不良箇所の修復を行

う。 

・支柱、審判台の重量のある荷物運搬は複数で行

う。 

・ネット設置の際には、支柱の巻き込みに注意す

る。 

・ゲーム開始時やインターバル中、又はラリー間

にその都度、汗をふいたり、羽ゴミを拾う。 

・指導者による注意指導と各選手の技術向上、発

生時にはアイシングの上、必要なら救急車対応

を要請する。 

 

ヒヤリハット事例 

 

ノック練習で、落ちたシャトルを集めている生徒の眼の付近に、飛んできたシャトルが当たり、もう

少しで眼球に当たるところだった。 

 

 

(8) 相撲部 

予想される危険（事故やけが） 予防策 

 

・建物、土俵の整備や点検不足による事故等 

・まわしの着用に関する怪我 

・対人技能における怪我 

・押し、突き、立ち会いに おける怪我 

・投げ技における怪我 

・禁じ手による怪我 

 

 

 

・土俵の土を平に敷いて表面をしっかり固める。 

・土俵の砂は細かく土俵内と外回りに均等に散布

し足の裏や倒れた場合の怪我等に備える。 

・むき出しの柱、鉄骨、壁の角等に防御マッ卜を

巻くなどして防止する。 

・まわしは間違った締め方やだらしない締め方が

怪我につながるので、選手の体つきに合わせ固

めに締める。 

・準備運動や補助運動の重要性について十分説明

し理解を深めさせる。各部の補助運動を行う。 

・関節の怪我防止のため、テーピングや包帯等で

保護して怪我や怪我の再発防止に注意させる。 

・立ち会いによって起こる、脳や首への怪我防止

のため、適切な助言をする。 

・投げられた時などは、相手のまわしを離し、危

険な倒れ方を防ぐ。転倒法の稽古を行う。 

・禁止事項やマナーを普段から重視し禁じ手が出

そうになったらすぐに競技を止める。 



ヒヤリハット事例 

 

土俵近くにトレーニング器具のダンベルがあり、土俵から飛び出た選手が接触しそうになった。 

 

 

(9) 柔道 

予想される危険（事故やけが） 予防策 

 

・畳の問題 

・柔道場内の問題 

・柔道着の問題 

・準備運動 

・投げ技による事故 

・固め技による事故 

 

 

・畳の定期的な点検をし劣化している箇所は補

修・補強し破損は交換、入れ替えの対応をする。 

・危険物を取り除き、道場内に置かない。 

・防護マットを柱に巻き角の安全対策を徹底する。 

・柔道着点検をして衛生的な柔道着の着用を徹底

する。 

・準備運動の必要性を理解して時間を掛けた準備

運動をする。 

・受け身の正しい習得をする。 

・強引な巻き込み技、後方技、返し技、反則技を

の禁止させる。 

・絞め技は必要以上の圧力を掛けさせない。 

・「参った」の合図と同時に解除する。 

・相手の体格、体力差への配慮。 

・ルールや約束を重んじる指導をする。 

ヒヤリハット事例 

 

乱取練習中に技を掛けた側が頭から畳に突っ込んで倒れたが、幸いけがはなかったものの、大きなけ

がにつながる可能性がある。  

 

 

(10) 自転車競技部 

予想される危険（事故やけが） 予防策 

 

１ 自転車競技場（バンク） 

・周長によるバンクの特性（傾斜の具合•形状の違

い）の認識不足 

・表面はアスファルト舗装で雨天時は滑りやすいこ

とへの不注意 

２ 一般道路 

・道路の幅員の違い、歩道•信号機の有無、見通し

の悪い下りの急カーブ等の認識不足 

・歩行者や車両との事故 

・給水用ボトルの不備 

３ 競技用自転車の整備不良 

・自損事故 

・集団走行時の後続選手を巻き込む事故 

 

４ トラック•ロード競技 

・発走・停止（ペダルに足を固定しているため）の

事故 

・走行中の不安定感（ドロップハンドルの不慣れ） 

・慣れない合図などの理由から、バランスを崩して

の落車、追突事故 

 

 

・雨天時は練習を控える。 

・小雨の場合はスピードを落とさないこと。 

 
 
 
・練習前に道路状況（下り坂での急カーブ、路面

状態など）を確認する。 
・出発前に携行品（補給用ボトル• 携帯電話等）
の確認をする。 

 

・練習やレース前の各部点検整備を怠らない。 

・終了後 清掃整備(摩耗したタイヤは交換) 

・落車事故を起こした場合は、必ず専門家に点検

を依頼する。 

・新入部員の指導は、実技を重点に行う。 

・ﾊﾝﾄﾞﾙを握る位置とバランスのとり方を教える。 
・まっすぐ走る練習を重ねる。 
・ブレーキのかけ方を習得する。 
トラックレーサはブレーキがないことの理解、
ロードレーサーは前後のブレ_キを同時にかけ
ることに慣れる。 



ヒヤリハット事例 

 

公道において、前走者が落下物に対して合図を行わずにそれを避けたため、後続者たちが落下物に追

突し、転倒しそうになった。 

 

 

(11) ソフトボール部 

予想される危険（事故やけが） 予防策 

１ グランドの状況 

・グランドの整備不良 

・雨等のグランドコンディション 

・突風による障害物飛散 

２ 用具の状況 

・バットの損傷（グリップの傷） 

・ヘルメットの傷や損傷 

３ 試合前の練習 

・選手同士の接触 

・キャッチボール方向の交差 

・複数のバッティング練習 

・ノックの練習 

４ 試合中 

・打者のスイングと捕手の接触 

・イレギュラーバウンド 

・打球や送球の捕球ミス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スライディングミス 

 

 

 

・野手と走者の接触 

 

 

 

 

 

 

 

・活動前にグランドの状態を確認する。ボールの

イレギュラーにつながらないグランド状態に整

備する。 

・風により飛散しそうな物の状態をチェックする。 

・突風等を確認したら一時試合を中断する。 

・自分の道具に対して点検する意識を持たせる。 

・バット、ヘルメットの表面の凹凸やキズ、打撃

音の異常があるものは使用しない。 

・選手間の安全な活動距離を確認する。声を出し

危険回避の習慣を身につける。 

・並列で同一方向へ投球すること、他のペアと距

離が十分であることを確認する。後方に人がい

ないことを確認する。 

・バットスイングする選手やノッカーの背後に近

付かない。同時に打たない。 

・頭部付近への投球は絶対にさせない。 

・打者はスイング後にバットを放り投げない。 

・捕手は打者に近付き過ぎないようにする。 

・捕手は防具の点検を怠らない。 

・グランドの状態（凸凹）を事前に確認する。 

・普段からボールの捕球技術を養い、イレギュラ

ーな打球にも対応できる技術を身につける。 

 

・普段からスライディング技術の練習を行い、安

全なスライディング技術を身につける。 

・野手間の守備範囲や、声のかけ方を練習で確認

する。 

・打者走者はヘルメットを必ずかぶり、走者につ

いては 

正しい走塁の仕方を身につける。 

・ルールに添ったタッチプレーの仕方（ブロック

で走路 

 をふさがない）を練習して身につける。 

ヒヤリハット事例 

 

隣接している硬式野球部のボールが飛んできてぶつかりそうになった。 

 

 

 

 

 

 



(12) スキー部 

予想される危険（事故やけが） 予防策 

１ クロスカントリー競技 

・競技用具の破損による負傷 

・競拔用具の進歩に伴う危険 

・気象状況 

・サイン•方向•走法違反による負傷 

・急激なトレーニング、過負荷状態での長時間卜

レーニング 

・トレーニング中及び競技会実施中、立木・障害

物•選手•役員・圧雪車等に衝突する事故 

・滑走時の義務違反による事故 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ アルペン競技 

・競技用具の破損による負傷 

・競拔用具の進歩に伴う危険 

・気象状況 

・リフト等の搬機からの転落 

・リフト支柱、人工降雪設備、圧雪車、標識、ロ

ープ、マットなどの人工物との衝突による危険 

・滑走中の転倒。(全ての要 因による) 

・ポールの破損、アタックの際の危険 

・リフト(ゴンドラ等)乗下車及び乗車中の事故 

・滑走時の義務違反による事故 

 

 

・破損時に散乱しにくいストックを利用する。 

・破損しないスキー板を利用する。 

・破損しないビンディング板を準備、調整する。 

・滑走前の用具及びマテリアルのチェックをする。 

・競技用具の進歩に伴う筋力や、技術の変化によ

る滑走スピード等の高速化を念頭に置いたトレ

ーニングを実施する。 

・トレーニング及び競技開始前の気温の測定、天

候状態の把握（降雪や風速等の有無など）、滑走

時のルールなどの知識を学ぶとともに、選手と

してのマーナー意識指導を徹底する。 

・十分なウォーミングアップ。体力、技量にあっ

たトレーニング量及び強度の設定をおこなう。 

・ゴーグルなど F I S 規定及び SA J 規定に合った適

切な安全装備品の装着、競技会に参加する際の

ルール等の遵守及び安全対策を考慮した参加に

努める。 

・滑走者の優先権•滑走時の義務及び選手としての

マナー意識指導の徹底。 

 

・破損しにくいストックを利用する。 

・破損しないスキー板を利用する。 

・破損しないビンディング板を準備、調整する。 

・経年劣化等で破損しないスキーブーツを利用す

る。 

・滑走前の用具及びマテリアルのチェックをする。 

・競技用具の進歩に伴う筋力や、技術の変化によ

る滑走スピード等の高速化を念頭に置いたトレ

ーニングを実施する。 

・トレーニング及び競技開始前の気温の測定、天

候状態の把握（降雪や風速等の有無など）をす

る。 

・トレーニング・競技コースの概要について、コ

ースの地理的状態、コースの方位、スタート地

点の標高、コースの全長、平均斜度最大斜度、

積雪状態、一般的な視界、コースに及ぼす風の

影響等を確認する。 

・ポールの点検（トレーニング時も常に点検確認）、    

 破損状況、経年劣化状況、緩み、ポールセット

時の状況確認をする。 

 

ヒヤリハット事例 

 

・吹雪のなかでのトレーニング中にコースから外れ、遭難しかけた。 

・スタートの連絡を入れなかった選手が滑走してきて、コース整備をしていたコーチと接触しそうにな

った。 

 

 

 

 



(13) スケート部 

予想される危険（事故やけが） 予防策 

 

・スケートのエッジが氷の亀裂や溝にはまったり、

屋外リンク特有の異物 (雪、木の葉、砂等)を踏

んだりして転倒する事故 

・帽子や手袋を着用せずに滑走している時の転倒 

・防護マットの不設置や不備により、リンク外に

飛び出し、転倒時の被害が拡大する事故 

・スケート靴、エッジの破損による転倒 

・ローラースケート練習時の路面異常による転倒 

 

 

 

・リンク使用前に氷の状態を確認する。 

・滑走時には手袋、帽子を着用する。また、競技

者のレベルによって、ヘルメットや肘•膝当てを

着用する。 

・随時、防護マットの点検や整備を行い、正しく

設置する。防護マットをロープやポールなどで

固定し、安全性をあげる。 

・滑走前には、スケート靴の点検や整備を行い、

不備がないか確認をする。 

・雨天時の練習は中止し、地面の異物を取り除い

たりして、安全な状況で滑走できるようにする。 

 

ヒヤリハット事例 

 

カーブで転倒した選手が、勢いよくコーナー安全マットに激突して跳ね上げられ、観戦者の顔面にス

ケートブレードが当たりそうになった。 

 

 

(14) 弓道部 

予想される危険（事故やけが） 予防策 

 

・安土から外れた矢が、周りの人にあたる事故 

・安土の盛りが少ないことや凍結していたため、

矢が跳ね返り、看的をしていた人にあたる事故 

 

 

 

・巻藁が固くなることによって、矢が跳ね返り、

人にあたる事故 

・弓の形状、質に異常があるため、行射中に弓折

れや腕を打ったり、思わぬ方向に矢が飛ぶ事故 

・矢尻や筈、羽根(巻藁用を除く)がなく、矢飛びが

不安定となり人にあたる。 

・矢の形状、質に異常があるため、行射中に矢が

折れたり、思わぬ方向に矢が飛ぶ事故 

・射手の間隔が狭く、人の接触により矢が思わぬ

方向に飛ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・矢ネットを設置し、かつ、隙間が無いようにす

る。また、周りに当な材料で防矢板を設置する

か、適当な距を離し立入禁止区域をとする 

・赤旗（60cm 角）または赤色灯を準備する。 

・安土に十分な厚みが維持できるように砂等を補

充し、凍結している場合は、スコップ等でほぐ

す。 

・巻藁の後方に畳みやウレタン等を設置する。固

くなった巻藁を使用禁止とする。 

・極端な入り木や出木の弓は使用しない。弓にひ

びや深い傷があるものは使用しない。 

・弦は弓にあった長さに調整し、中仕掛けは、矢

や陳にあった太さに調整する。 

・矢には、矢尻や筈、羽根が備わっているものを

使用する。また、筈はひびがないものを使用す

る。 

・弓道道具を正しく揃え、利用できる準備を怠ら

ない。 

・静かな雰囲気を維持し、落ち着いて活動する環

境と緊張感や射手に注意力を持たせる。 

・射手には、近づかないようにする。また、関係

者以外のものの立入を禁止する。 

・弓が前の射手に届かないよう射手の間隔をとる。 

・矢を他の人に向けない。また、行射している人

と的や巻藁の間は横切らない。立入を禁止する

コーンなどを設置する。 

・赤旗(赤色灯)を提示し取り掛けを禁止する。ま

た、合図によって再開する。矢取りの確認手順 

を遵守する。 



ヒヤリハット事例 

 

安全確認が不十分であったため、行射中にもかかわらず矢取りに出てしまい、当たりそうになった 

 

 

(15) 山岳部 

予想される危険（事故やけが） 予防策 

 

・共同装備の不備 

 

・用具の誤った使用 

 

 

 

・個人装備の不備 

 

 

 

 

 

・基本的な用具（登山靴、雨具）は、使用後にし

っかりメンテナンスを行う。 

・テント、コンロ関係などの用具の正しい使い方

を身につけておく。 

・行動の事前準備として、用具の使用法をメンバ

ー全員が熟知しておく。 

・脱ぎ着しやすいようなレイアリングが可能な服

装をする。必ず帽子を着用する。吸汗速乾素材

を用いた保温性のある衣服の着用と、防寒着•防

水可能な装備を準備しておく。替えの手袋•靴下

の準備をしておく。劣化などの不具合がない登

山靴を用意する。 

 

 

・食料携行方法の不備 

 

 

 

 

 

・連絡手段の不備 

 

 

・行動中に水分不足とならないような水分持参と

計画をする。 

・食糧計画時に、傷みやすい食材を用いないよう

留意する。日持ちがする食材を用いる。調理具

は熱湯消毒を行うなど清潔な状態を維持する。 

・予備食及び非常食の賞味期限の確認及び人数に

対して適正量になっているか確認する。 

・電子機器（GPS や無線機、スマホ・ケータイ）

のバッテリー残量を、行動前にチェックする。

予備電池・充電器を持参する。受電可能な電源

があるか確認する。 

ヒヤリハット事例 

 

体力不足や天候悪化による判断力の低下が、結果として事故の遠因となる。 

 

 

(16) 硬式野球部 

予想される危険（事故やけが） 予防策 

 

１ グランドの状況 

・グランドの整備不良 

・雨等のグランドコンディション 

・突風による障害物飛散 

２ 用具の状況 

・バットの損傷（グリップの傷） 

・ヘルメットの傷や損傷 

・防球ネットの不良による事故  

３ 試合前の練習 

・選手同士の接触 

・キャッチボール方向の交差 

 

・活動前にグランドの状態を確認する。ボールの 

イレギュラーにつながらないグランド状態に整

備する。 

・風により飛散しそうな物の状態をチェックする。 

・突風等を確認したら一時試合を中断する。 

 

・自分の道具に対して点検する意識を持たせる。 

・バット、ヘルメットの表面の凹凸やキズ、打撃

音の異常があるものは使用しない。 

・ネットにほつれ、切断等が無いか確認をする。 

・選手間の安全な活動距離を確認する。声を出し



・複数のバッティング練習 

・ノックの練習 

 

 

 

４ 試合中 

・打者のスイングと捕手の接触 

 

 

 

・イレギュラーバウンド 

・打球や送球の捕球ミス 

 

・スライディングミス 

 

・野手と走者の接触 

 

 

 

 

 

危険回避の習慣を身につける。 

・並列で同一方向へ投球すること、他のペアと距

離が十分であることを確認する。後方に人がい

ないことを確認する。 

・バットスイングする選手やノッカーの背後に近

付かない。同時に打たない。 

・頭部付近への投球は絶対にさせない。 

・打者はスイング後にバットを放り投げない。 

・捕手は打者に近付き過ぎないようにする。 

・捕手は防具の点検を怠らない。 

・グランドの状態（凸凹）を事前に確認する。 

・普段からボールの捕球技術を養い、イレギュラ

ーな打球にも対応できる技術を身につける。 

・普段からスライディング技術の練習を行い、安

全なスライディング技術を身につける。 

・野手間の守備範囲や、声のかけ方を練習で確認

する。 

・打者走者はヘルメットを必ずかぶり、走者につ

いては正しい走塁の仕方を身につける。 

・ルールに添ったタッチプレーの仕方（ブロック

で走路をふさがない）を練習して身につける。 

 

ヒヤリハット事例 

 

バッティング練習の打球が破れた防球ネットから通り抜け、ネット越しの選手の頭をかすめていっ

た。 

 

 


